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黒岩町長インタビュー

iづいた迅速な対応へ

fす
今年1月23日に発生した草津白根山の噴火以降、噴火

警戒レベルが変動している。群馬県・草津町の黒岩信忠

町長は「すべての判断の根拠はサイエンス(科学)を最

優先するJと明確に発表し、情報の「見える化Jによる

危機管理にも取り組んでいる。2015年度には、公約に

掲げた入り込み客数300万人を達成。草津温泉のシンボ

ル「湯畑j周辺の再整備計画によって、ブランド力を高

めた黒岩町長に、まちづくりの根本思想を聞いた。

[増田剛]
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で
守
ら
れ
て
き
た
正
門
や

序
に
は
、
そ
の
際
の
弾
痕

与
も
残
っ
て
い
る
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た
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謹
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た

4
霊

堂
」
御
座
の
聞
も
現

存
す
る
、
水
戸
の
幕
末
を
実

感
で
き
る
場
所
。
正
庁
諸
役

会
所
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来
館
者
の
控
室
)
の

床
の
間
に
は
、
水
戸
藩
を
象

徴
す
る
言
葉
「
尊
捷
」
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軸
が
懸
防
ら
れ
て
い
る
。

C
、
「
い
た
だ
く
コ
l

つ
て
は
大
変
な
仕
事
で
…

一ー
が
楽
し
み
に
な

っ

す
。
一
生
懸
命
に
取
り
組
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と
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手
紙
を
く
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尊
い
も
の
で
す
伽
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っ
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で
す
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、
マ
ニ
ュ
ア
ル
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言
葉
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と
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年
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い
、
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だ
け
で
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貯
ま
せ
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。
剛
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耳
に
す
る
「
お
客
様
伝
え
た
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こ
と
が
相
手
に
…

一指
定
さ
れ
て
い
る
お
座
伝
わ
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こ
と
が
大
切
で
あ
川
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着
席
し
て
い
る
こ
と
り
、
そ
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た
め
に
は
違
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い

儒
認
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ら
出
発
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も
ら
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言
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で
す
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フ
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創
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正す
か
」
と
何
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か
聞
き
り
出
し
て
し
ま
い
ま
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。

一し
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し
訳
あ
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考
え
て
行
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す
る
思
考
を
…

笹
ん
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と
翠
9
だ
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で
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方
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で
す
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、
プ
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で
も
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入
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。
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地
域
の
食
を
ブ
ラ
ン
ド
に

金
丸
弘
美
〈
著
〉

食
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

.
食
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

の
金
丸
弘
美
氏
は
こ
の
ほ

ど
、
「
地
域
の
食
を
ブ
ラ
ン

ド
に
す
る
!

食
の
テ
キ
ス

ト
を
作
ろ
う
」
を
岩
波
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト
か
ら
発
行
し
た
。

「
農
産
物
を
売
り
出
し
た

い
」
、
「
ブ
ラ
ン
ド
に
し
た

い
」
と
い
っ
た
相
談
を
受
貯

る
機
会
が
多
い
金
丸
氏
は

「
食
の
テ
キ
ス
ト
化
」
を
勧
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め
て
い
る
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テ
キ
ス
ト
と
は
‘
農
産
物

や
海
産
物
な
ど
の
履
歴
を
作

る
こ
と
。
環
境
や
、
品
種
、

歴
史
、
文
化
、
栽
培
法
、
栽

培
の
履
歴
、

量
、
栄
養
価
、

出
荷
法
、
食
べ
方
ま
で
し
っ

か
り
と
調
べ
、
特
徴
を
朋
確

に
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て、

相
手
に
具
体
的
に
伝
え
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
。

テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
た
後

は
、
「
参
加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
く
こ
と
が
大
切
」

と
金
丸
氏
は
記
す
。
地
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の
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だ
も
の
や
畜
産
物
、
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菜

な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
、
農

家
や
栄
養
士
、
商
工
会
な
ど

地
域
の
食
に
携
わ
る
入
が
参

加
し
て
、
料
理
家
を
中
心
に
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を
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こ
の
ワ
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わ
せ
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こ
と
に
よ
っ
て
、
地
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で
地

元
の
食
が
利
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さ
れ
る
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が

大
き
く
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が
る
。
さ
ら
に
、
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す
る
人
に
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ま
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な
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シ
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で
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、

売
り
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す
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な
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な
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る
。

金
丸
氏
は
「
地
域
の
人
が

お
互
い
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有

し
、連
携
す
れ
ば
、
四
季
折
々

に
さ
ま
ざ
ま
な
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能
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。
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日
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に
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葉
県

・
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浦
安

:

ゃ
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を
食
べ
な
い
の
に
加
え
、
ワ

争
J

で
第
3
回
「
世
界
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン

弘

ィ
l
ガ
ン
は
完
全
菜
食
主
義
者
を

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
聞
か
れ
た
。

て

意
味
レ
、
卵

・
乳
製
品

・は
ち
み

テ
l
マ
は
「
自
分

・
健
康
・
地
球

べ

つ
も
口
に
し
な
い
の
だ
と
い
う
。

の
た
め
の
菜
食
生
活
」

。
普
段
の

食

会
場
で
は
昼
と
夜
に
ヴ
ィ
l
ガ

自
分
の
食
生
活
と
は
ま
る
で
か
け

宇佐

ン
料
理
が
提
供
さ
れ
た
。
た
し
か

離
れ
た
「
世
界
の
素
食

・
ワ
ィ
l
理

に

野

菜
豆
、米
だ
け
の
食
事
で、

ガ
ン

・
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
」
の
考
え

料

自
分
も
初
め
て
食
べ
て
み
た
が
、

方
や
国
事
情、

実
践
方
法
な
ど
に

ン

き
ち
ん
と
味
付
け
が
な
さ
れ
て
い

つ
い
て
学
べ
る
世
界
大
会
で
、

m
ガ

て
普
通
に
美
味
し
か
っ
た
。
夕
食

カ
国
以
上
か
ら
ヴ
ィ
l
ガ
ン
が
参

一

で
は
、
肉
や
魚
に
見
立
て
た
料
理

加
し
た
。

人イ

も
登
場
し
、
目
で
も
楽
し
ま
せ
て

一
般
的
な
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
は
肉

r
，
も
ら
っ
た
。
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